加藤賢崇 ■ 

|[KENSD • 麵 ■ 

ー ウェイ ■>! 
コミックの旗手/ 


賢崇小僧：「ぼくらが東京に出てきたの 
が、ちょぅど78年、 ニユ！ ウェイ Z 製 
でしたね。パンクは よく わかんなかつた」 
犬オジサン： 「80^ tf の幕開けに向けて、 
何もかも^ j くなるよ、つな «かしてたつて 
頃だね。 とりあ/ +、12〜3芽刖はサブカ 
ルチャ—といぅかアングラなものが|気に 
才—バ I フロー し始めた®^だ。懐かしい 
ね。のニュ丨•ウェイブ•ブ—厶につ 
られて、いろんなジャンルでニュ— とつく 
ものがニュ—ツ と 出てきた」 

賢崇^?:「いやだなあ、そのダジャレ。 



それでまんが界も、特に、^*^シリアス 
なまんがばかりだと思つてたガロが変わり 
はじめたんですよね。川崎ゆきおさんや蛭 
子さんのギャグに近いよぅなな卜| 
ンのまんがが人気出てきたり、^:のメル 
ヘン^4のよぅなクシ|君の^|^も|^的 
だつたし」 

犬オジサン：「なにしろパルコの！^口を手 
掛けていた糸：#*|里.4§彦がガロに登 
場したんだから」 

靈^5:「あのころはパルコも〈ビック 
リハウス〉〈ス—パ—ア—トゴク I 〉なんて 


雑誌出してて、；！ ISS にはガロ系のまん：^{豕 
もべ—夕—達や^©^介や原1 /P と一緒 
一に違和 f く並んでいて、オシャレな イラ 
ストレ—夕—•ブ—厶となぜかリンクして 
いたんですよね」 

犬オジサン：「そぅいえば〈ヘブン〉とか 
〈ウイ—クエンド•ス—パ—〉とか工 ^! n 
U の<#とか「そつち i の」いい雑誌が 
一いっぱいあったんだよな。〈本の雑誌〉も少 
しっけどほとんどそつちだつた。 〈宝 
も小さかつたしな。も あつた」 

犬オジサン：「で、けいせい^^かガロ系 
のまんが家の-単行 f ハイべ—スでリリ| 
スしてたんだな。平口広美や宮西計三とか」 
i 湯：「その中でガロの！®一^った渡 
辺®®さんと、バンドをやつてた$ イラ 
さんと、謎の関西人として_した、ひさ 
ぅちみちおさん、この3人をニユ— ウェイ 
ブ*コミックの旗手/てい、2冗リだしを 
やったんですね。けいせいが」 

犬オジサン：「なぜ、この3人で|括りに 
なったのか、よくわからんかったがね。と 
にかく発 itn も合わせ、11屢にはポスタ— 
貼り出し、 f コ—ナ I 作り、サイン会や 
り、原までやってたな」 
i : 「伝説の、ナイロン100%です 
ね。プラスチックスやエスケンもたまつて 
た费合のニユ！ウ H イブ A I 。そこで3 
<かニユ— •ウェイブまんが家と言われた 
のはそれまでのまんが家みたいな G ペンの 
メリハリのきいた線を あまり 使わず、デ ザ 
イン崎覺を霸した釋りで、導！；もロツ 
トリングなどに f した無_な 


線でハツキリと^^さを打ち出していたか 
らじやないですかね」 

犬オジサン：「うがった見方だが、合って 
るか もし れんな」 

1「そ、っいう i が！^の気分に 
合ってたんですよ。しか..でも、 ひさ/っ 
ちさんの ^= og は lt ぼくらのテクノな気 
分にピツタリ、フィツトでした ね」 

犬オジサン：「タンポンみたいな言い？ 
るな。ま、確かに' テクノ •ィラストをも 

って jcfc 禱した睾ィラの：^□罗んか靡に 
は、線は無_でも^^^する厶—ド 
§は夕#に arf たっぶ1日んだもので 
ね。かえって渡辺和博の| かみにあふ 
れて見える絵のほうがよっぽどク—ルだっ 
たかもしれんし、それ以上に、ひさうちの 
eapn というのは」 

薑:「冷たぃですよね。作者の_ 
はどこに入ってるのか、と^又る劣る0作 
者の1かまったく見えてこないんですね」 
犬オジサン■■「絵にもスト I リ I にもな。 
センスだけがヒョィと出されていて' 
読み手の我々は作者と ^ log の盖に审つり 
になつて動けない。カツコいい。たまらな 
ぃね」 

「こんなまんがを描く人は、き 
っと^®^顔をして DC ブラン右んかも 
着こなす質 WP みたいな男かと思つてまし 
たが」 

犬オジサン：「後になってテレビや映画に 
出てきた f 見れば、あんないなたいオツ 
サンだったとは…。いや、別にいいんだけ 
ど、 それにしても…」 



b 喊彩 

※スリーピージョン.エステス/黒人ブルースシンガー。 
カントリーブ ルースの 名手で再発見されてブルースの ス 
ターに。シブい。 

豪荒并由実/ご存知、今の松任谷由実 

※フラワートラベリングバンド/’60年代にデビユーした 
幻のサイケデリックアングラバンド。ヴォーカルはあの 
ジョー山中。当時はマリファナを吸い、インドのお香を 
たきながら聴くのがツゥだつた。 


はそれを郵便局に出して編集部に帰って 
みると、その男はもう帰っていた。 

そして僕の先輩である南さんと社長の 
長井さんが立ったままその男の原稿を見 
ていた。 

その原稿は厚手のケント紙にロットリ 
ングで描かれていて、まるで銅版画のょ 
うだった。 

しかし、 ょく 眼を近付けて見ると、そ 
の原稿にはスクリントーンが使われてい 
なくて、グラデーションの所もすベて手 
描きの点で仕上げてあった。 

それどころか細かい所のベタまでも点々 
で表現されていて、気の遠くなりそうな 
原稿だった。 

その"人間レ—ザ I ブリンタ ー" みた 
いな男が当時のひさうちみちお氏であっ 
た0 


その男は 文と絵 渡辺和博 

ダメ押しをしていた 


僕が初めてひさうちみちお氏に会った 
のは今から 16 年前のことだった。 

当時、僕はガロの編集部で働いていて 
トナリの机には南伸坊氏がいて、僕を見 
張っていた。 

僕はそのころ身分の低い編集者だった 
ので、午前中はガロのある材木屋ビルの 
前の路上で定期購売者の所に送るガロの 
フ 1- ¢-1のアテ名書きをしていた。 

この路上での作業はアテ名書きをした 
フ ー ト ー をセ ロテー ブで貼って完成する 
のだが、そのセ ロ テ ー ブ•ベンダ I は直 
にアスファルトの路上に置かれていた。 

その日は8月の暑い日であったが、ち 
ようど材木屋の前は日影となっていたの 
で僕にとっては、路上で通行人に見られ 
ながらセロテーブを貼ることはクーラー 
の無い青林堂の社内に居ることより楽だ 

った。 

路上でセ ロ テーブを貼ったフート ー が 
30固く らいになると、ヘンな局員のいる 
神保町の郵便局に持って行くの だが、 そ 
の前に一休みして道路にしやがんでいる 
と、何かとても魂が解放されたような、 
人間と宇宙との一体感がした。 

僕はタバコをすったりしないので、こ 
のような時にすることが無いのて路上 
のセロテーブを指先で丸めて飛ばしてみ 
たりした。 


そう P って飛ばしている時にいきなり 
僕の前に現れたのが、長髪でサングラス 
を当てた男で、手にはバスケット(バン 
ダナ付)を下げてダメ押しをしていた。 

自分はすぐに、この男は神保町の古レ 
コー ド屋 「トニ—」に、 フラワ ー•トラ 
ベリングバンドの 『 SATORI.PA 
RT II 』 を売り払った後でガロの編集部 
でバックナンパ—を立ち読みして、長井 
さんとタメ ロを きいて、永島先生の名著 
作品「フ I テン」のハジ本を安く買って 
高 円 寺にお帰りなのだろう、 と 思った。 

しかし、その男は路上にしやがむ僕に 
『ガロの方ですねネ。漫画を見てください』 
と京都ナマリで言ったのだった。 

これが同じ神保町でも小学館なんかだ 
と、一階の受け付けの女の子がいて、あ 
らかじめ電話予約のない人間はお帰りね 
がうのだが、そこはアングラに強いガロ 
のことです。 

丸めたセロテ—ブを飛ばしながら、僕 
は「上の方にもっと身分の高い南伸坊氏 
がいて君のマンガを見てくれるからそう 
しなさい」とか言って、材木屋の階段を 
指さした。 

すると その男は大切なバスケットを開 
けて、中から日に焼けたリボンの付いた 
ムギワラ帽をとり出し、それを真深にか 
むる と材木屋の階段を上って行ったのだ 


った。 

『リボン付のムギワラ帽……』。僕はこの 
男は神保町の古レコ—ド屋に売り払った 
のは、荒井 ffl 実の『ひこうき雲』ではな 
かったか、と思ったけど階段を上って行 
く後ろ姿を見ると、その男は白いォーバ 
—ォールの下に裸の背中が見ぇた。 

僕はこの時、アノ男はやっぱり神保町 
の古 レコー ド屋で、スリ ー ピ ー ジョン. 
エステスの「スリ1ピージョン•エステ 
スの伝説」を見た後で、個人的な楽しみ 
のために芳賀書店でビニール本を買って 
帰るにちがいない、いや、もし違ってい 
て もきつと そうになるのだ。そうでなく 
ては自分がこうして道路に正座してガロ 
の袋を セロ テ ー ブで貼つていることの意 
味が無くなつ てし まう。 とまで思つてい 
たのだった。 

すべての袋をテ—ブで貼ってから、僕 


i の一一了の 






ひさうちみちお 論を きちんと 書い と 準備中だった雑誌『漫金超』に 執 ひさうちみちおのデビユー以来の もうひとつ- SF エネルギー危機」 

た le 噫がない。確かに書いたと覚え 筆してもらうべく連絡をとったのが 作品群は、いくつかの傾向に分ける や「不幸」以来、ひさうち短編作品 
ているりよ、第一乍品集『ラビリン たぶん七九年。もらった原稿が『漫 ことができるだろう。ひとつはデビ の定番としてすっかり定着した、屁 
ス』が七九年夏にブロンズ社より刊 金超』八〇年創刊号に掲載の「ヨセ ユー作「パーストぺクティブキッド」 理屈ナンセンスものがあるが、これ 
一丁されたとき、スポニチに載せた書 フ」だった。以来、『漫金超』が第五 から大作『義経の赤い春』にいたる、は性愛エスカレート•ナンセンスの 
評と、東京三 Ifr 辻が 『 SF マンガ競 号をさいごにうやむやのうちに休刊 歴史の大波のなかに妖しく光る、超 発展型とみることもできる。 

作大全 集』 (という雑誌があった)の になるまで、毎号ひさうちみちおの 越者としての個人の美意識を描こう さて、ぼくがこだわっているのは 
増刊として八三年の暮れに出したひ 新作が誌面を飾り、八二年に出した とするもの。ひとつは「アソコの大冒 以上のどれにも属さない作品系列で 
さうちみちお•山田章博特集号の記単行本『山本さん家の場合に於るァ険」「山本さん」シリーズや「ヒポポ あることは、賢明な読者の方ならす 
事として書いた、ひさうちみちおと ソコの不幸に就て』は長らくロング タマス」「桃娘の仕合わせ」などロボ でにお気づきかもしれない。むろん❿ 
京都の関わりについてと、ひさうち セラーを続けるという、わがチヤン ットや文字(記号)など人間ならざ 底流としては、以上のどの作品系列 
みちぱの手についての戯文、この三 ネルゼロにとっては決しておろそか るものに托して、差別とその加害と のなかにも流れているにはちがいな 
つぐらいのものだ。 にできない、深い思義とかかわりを 被害の妄想の諸相を描こうというも いのだが、それらでは巧みにカムフ 
「〇ヽース ぺクティブキッド(男爵の 持つ作家となったのであった。 の。『漫画大快楽』や『エロジェニカ』 ラ ー ジユされていた部分がむきだし 
執意のおこり)」でデビユーしたのが そんなひさうちみちおについて、 などに、八〇年前後のエロ劇画ブーになって、ストレートにぼくの心の 
七六乒。当時は まだロットリングで チヤンネルゼロのメンバーであると ムの頃に集中的に描かれた「職員 会 中の同じ部分に訴えかけてくる作品 
描かれたとは知らぬままその特異な 同時に、まんがについての文を業と 議」「罪と罰」「無法松の一生」など、群があるのである。 

描線に主目し、翌年の「嘆きの天 するぼくがなぜ、まっとうな評論文 性夢をめぐる妄想がエスカレートし それは…。 

使」、七八年の「愛妻記」とたて続け を一本だにものにせずに過ごしてき てナンセンスな混沌の極みの凌辱行 

に『ガロ』に発表された作品の、い たのかといえば、思いあたる理由は 為にいたる一連の作品も、ある意味 やめておこう。誤解なしに説明で 
ちいちに名 tt しがたい衝撃と共感を ひとつしかない。それがぼくにとつ ではそのバリエーシヨンといえるし、きるとは思えないし、万一理解して 
おぼえた。それは当時ぼくの周囲に て、かなり恥ずかしい部分に触れざ 近作『托卵』は以上ふたつの傾向、 もらえたとして当惑うのはやはりぼ 
いた(じつはいまでもいるのだが) るを得ないものになるだろうという 歴史のなかの美意識と差別にもとづ く自信だ。かわりに、初めてひさう 
同人誌『チヤンネルゼロ』の連中も 無意識の予感が、ぼくのなかに常に く妄想を描いてきたひさうち作品の ちみちおについて書いた、七九年ス 
司じビったと^えて、旗上げしよう あったようだ。 融合した、集大成のようにもみえる。ポーーチ東京版の『ラビリンス』書評 




「帽子屋と迷路」（ガロ ’79年4月号掲載) 





iHii 




し力しそれは飽くまでついでの亊でして 
先生が毎日、同じ時刻に同じカフ X の同じ 
窓際の席に座って同じ方を見て過すのは 
他に理由があるのです 


通りの向いの帽子屋の売り子の娘が 
その理由なのであります 


の 一部を転載しておく。これを書い 
た時はまだ、 そのよぅなひさぅち 作 
品の個人的な意味を、充分に自覚し 
てはいな かつた。 

★ ★ ★ 

ひさうちみち おの 描く のは、いつ 
もサエない男の妄想だ。それも、被 
害妄想とでもいうほかないほどの、 
実に滲儋 たる 妄想である。「帽子 B と 


迷路」では、帽子屋の売子の娘に恋 
した科学者は、 迷路の 中で昼食をと 
る娘を求めてさんざんさまよつたあ 
げく、病に倒れて死んでしまぅし、 
「嘆きの天使」では、天使にからか 
われているとも知らず、彼女を追つ 
て地上に出てきたモグラは、太陽の 
光りを浴びて失明するハメになる。 
あるいは 「愛妻記」 では、 妻の浮気 


に断食で抗議した夫は、やせ衰ぇて 
ついに ペー ースだけの奇っ怪な 生物と 
なり果て、ビ—カーの中で妻のぺッ 
卜として 飼われて しまう。 

このょうに、 ひさう ちみちおの描 
く妄想は根強い女性への不信を根底 
に示しながら、軽妙な会話と奇想天 
外な展開で、軽やかに転がってゆく。 
中編「悪魔が夜来る」で、二年ぶり 
に、吸血鬼となって帰って来た村の 
青年をめぐる、酒場の女との その 情 
夫、ァ パー トの大家、 駐在さん、吸 
血鬼を研究するドクター。町の実力 
者、 ふるさとを守る 会行動 隊と 名乗 
るゲリラスタィルの男とその 部下、 
青年の両親、村の祖父たちの、果た 
して青年は悪魔か否かという果てし 
もな くくり ひろげられる大議論は、 
読者の内部にも奇妙な妄想をふくら 
ませずにはおかない。 

ひさうちみち おのまんがを読むと 
き、ぼくらは ナンセンスな やりとり 
を笑いながら、いつしかその妄想世 
界 にある 種のあこがれを抱いて いる 
自分に気づく。決して楽しくはない、 
非現実的な妄想の、奇妙な生々しさ 
にひかれて しまう のだ。 

信じられぬもの、裏切られ続けて 
きたものに対して、ぼくらのなお抱 
く、強いあこがれ。ひさうちみちお 
の 描こうと しているのは、そのよう 


なあこがれなの だ。 夢とはそういう 
ものなの だ、 と言つてしまつてはミ 
もフタもないが、ひさうちみちおの 
見続けている妄想が、時に悪夢であ 
るような「愛の夢」であることは疑 
いないだろう。 

★ ★ ★ 

八〇年代後半に描かれた、ひさう 
ちみちおのまとまつた作品は『托卵』 
のみである。短編やィラストと文章 
による作品を集めた本は何冊か出し 
たものの、いずれも何か散漫な印象 
を残した。中島らも主宰の劇団•リ 
リパットァーミーで、役者活動や、テ 
レビ出演など、その活動は拡散しつ 
つあるようにみえる。だが果たして 
そうか。ぼくはいま、八〇年代中盤 
から後半にかけての、ィラストや文 
章を含めたひさうち作品を再点検し 
たい誘惑に駆られている。無造作に 
単行本化されてしまつていたそれら 
の作品を、ぼく自身のこだわりのフ 
ィルターを通して再構成してみたい0 
そこにひさうち作品からの解答が、 
必ず隠されているように思えるのだ。 

『托卵』はひさうちみちおの第三期 
の、出発点ともいえる位置を占めそ 
うだ。 あまり 遠くへ行つてし まわな 
いまえに、読者はひさうちみちおに 
追いついておかねばならない。 







解説： 呉智英 

おしなべて優れた作品には、明々白々な 
正と明々白々な悪が対比的に描かれる場 
合でさへも、否定されるべき悪に存在感 
と説得力が感じられるものだ。この原則 
は『托卵』にも適用できる。（解辨 U ) 

定価1300円(本体1262円） 


沈黙を 破る 
話題作 


青林堂 


































